
 

米国主催多国間共同訓練ヴァリアントシールド 2026 への参加につ

いて（口頭要請） 

 

令和８年５月 22日（金）に防衛省北関東防衛局から、「米国主催多国間共同訓

練ヴァリアントシールド 2026 にて、令和８年６月 22 日（月）から 24 日（水）

（予備日：25 日（木））に松島基地及び岩国沖の洋上の米艦艇内において、それ

ぞれ傷病者が発生したという想定のもと、各自衛隊及び米空軍のアセットを活用

し、治療・後送を実施します。横田基地における訓練概要として、24日（水）、米

空軍のＣ－１３０Ｊによって、松島基地から横田基地米空軍病院まで患者後送し

ます」との情報提供がありました。 

ついては次のとおり要請します。※ 

 

※国に対しては「貴職におかれましては、次の事項について、訓練に関わる各

自衛隊に周知するとともに、米軍横田基地に申し入れるよう要請します。」と要請。 

 

○ 騒音が増加することがないよう周辺住民に十分配慮すること。 

○ 市街地上空での低空・旋回訓練は行わないこと。 

○ 基地の外に影響を及ぼさないよう安全対策の徹底を図ること。 
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